
経営比較分析表（令和3年度決算）
山口県　宇部市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H29 H30 R01 R02 R03

1,731 1,748

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 231,106 209,067 206,623

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 2,417 2,343 2,256

240,619

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

106 - 有 有

215,695

- 201.1 2,205 73

H29 H30 R01 R02

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

　「①経常収支比率」及び「②営業収支比率」は、新
型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた前年度
から、乗合・貸切事業共に利用者が回復傾向にあった
ことや、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う事業
継続のための補助金の増加等により上昇している。
・人件費の大幅な減少や補助金の増加もあり、「①経
常収支比率」は100％を上回っている一方で、「②営
業収支比率」が100％及び平均値を下回っているの
は、他会計負担比率が高いためと考えられる。
・「③流動比率」は約850%と高い水準を維持してお
り、当面の支払能力に問題はないと考えている。
・令和2年度に新型コロナウイルス感染症の影響等に
より発生した「④累積欠損金」は令和3年度に純利益
を計上したことで解消できた。
・「⑤利用者1回当たり他会計負担額」及び「⑥利用
者1回当たり運行経費」並びに「⑦他会計負担比率」
は平均値を大幅に上回っており、バス利用者が少ない
上に一定の経費がかかっていることから、本市からの
路線維持費補助金に頼らざるを得ない状況となってい
る。
・「⑧企業債残高対料金収入比率」は、令和2年度及
び令和3年度に新規借入れを行っておらず、減少して
いる。
・「⑨有形固定資産減価償却率」は、ICカードの導入
により、前年度から6.8％減少したものの、これまで
車両の耐用年数の延長等、投資の抑制をしてきたこと
から、依然として高い水準にある。

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 100.3 98.2 100.4 93.4 105.3 当該値 62.7 60.9

R03 H29 H30 R01 R02R03 H29 H30 R01 R02R03

平均値 103.3 102.4 98.5 83.7 89.7 平均値

651.4 761.959.9 44.5 50.8 当該値 500.2 521.4

94.0 93.2 89.9 71.4 76.9 平均値

0.0 5.7 0.0853.4 当該値 0.0 0.0

62.9 34.8 35.1 58.4 66.5

2. 経営の効率性について

156.7 155.3 154.2 126.8 108.4 平均値

R01 R02 R03R03 H29 H30R01 R02R01 R02 R03 H29 H30H29

85.884.2 79.0

■当該値⑥ 416.9 419.4 413.5 509.6

27.4 24.9 22.6 19.7 10.8 当該値22.9 21.3 22.1 24.5 28.4 当該値

53.2484.2 平均値 8.0

■当該値⑤ 83.0

■平均値⑥ 180.1 182.9 190.5 244.7 231.7

84.095.6 89.2 91.6 124.6 137.7 当該値

75.4

■平均値⑤ 14.5 14.7 14.2 23.4 23.9

56.9 平均値 77.8 77.4 74.9 74.510.3 平均値 21.9 23.3 29.58.0 7.5 9.6

2. 経営の効率性

全体総括

　新型コロナウイルス感染症の影響により、乗車人員
は感染拡大前までの水準に回復せず、厳しい状況が続
いている。そのため、ポストコロナ社会においては、
生活スタイルの変容に合わせて事業運営を変革し、収
支改善を図ることが重要な課題となっている。
　バスを安心・安全にご利用していただくために感染
防止策を徹底するとともに、利用促進及び感染防止対
策となるＩＣカードの利用を普及させるとともに、利
用実績データを情報資産として有効活用し、利用者目
線での路線見直しなど、経営の効率化を進める。
　また、経営基盤の強化に向けた取組を着実に進めて
いくため、「宇部市交通事業経営戦略」に基づく各取
組を効果的に推進していくことで、健全な事業体制の
構築を図り、安心・安全で質の高い運送サービスの提
供を行っていく。

H29 H30 R01 R02 R03

　経営の効率性を示す各指標は、新型コロナウイルス
感染症の影響を大きく受けた前年度に比べ改善してい
る。
・「①走行キロ当たりの収入」は他会計負担比率が高
いことからも平均値に比べ低い水準である。
・「②走行キロ当たりの運送原価」及び「③走行キロ
当たりの人件費」が減少しているのは、主に正規職員
の定年退職者の増加によるものである。
・「④乗車効率」は平均値を大幅に下回っています
が、公営交通として市民の移動手段を確保するため、
路線の廃止や減便を行う前に、利便性の向上を図りバ
ス利用者を増やしていく必要があると考えている。

H30 R01 R02 R03 H29 H30

当該値 210.53 216.87 219.40 170.51

H29 R01 R02 R03R03

8.2252.37 当該値 9.4 9.6 9.9 7.6

平均値 370.24 383.84

355.29 373.95 366.55 372.49

H29 H30

357.12 当該値 259.33 266.71 260.64 267.83

H30 R01 R02H29 H30 R01 R02 R03

177.06 当該値

18.1 14.2 15.4

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

238.50 252.81 249.43 平均値 18.4 18.3394.71 404.31 409.29 平均値 223.92 230.10平均値 312.58 317.69 323.59 256.29 274.77
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